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オタマジャクシのしっぽはどうなっていくの 

後ろ足が出る 

前足が出る

陸にあがる 

●しっぽはだんだん
ちい

小さくなる

 オタマジャクシに
あし

足が
で

出そろうと、しっぽはだんだん
ちい

小さくなりはじめます。
りく

陸に
あ

上がっ

たとき、ちょっとだけついていても、すぐになくなります。
からだ

体のほかの
ぶ ぶ ん

部分を
つく

作る
えいよう

栄養とし

て、
きゅうしゅう

吸収されるのです。

●
あし

足が
で

出てからしっぽがなくなる
う

生まれたばかりのときは、オタマジャクシは、
あつ

集まってかたまりになって
うご

動いています。
からだ

体がだんだん
おお

大きくなると、
すこ

少しちらばってすむようになります。このころになると、
うし

後ろ
あし

足の
で

出はじめたオタマジャクシや
まえあし

前足まで
で

出ているものなどが
み

見つかるようになります。
あし

足

が
で

出そろうまで
そだ

育つことのできたのは
うん

運のいいオタマジャクシです。
きょうだい

兄弟の
おお

多くはほかの
い

生

き
もの

物に
た

食べられたりして
し

死んでしまったことでしょう。

 
あ し

足が
で

出てきたら、
つぎ

次はしっぽをみじかくしてカエルになる
じゅんび

準備です。
ぶ じ

無事にカエルにまで
そだ

育つには、まだまだ
き け ん

危険がいっぱいです。

●イモリは
あし

足が
で

出そろっても、しっぽはそのまま

 イモリの
こ

子どもも、オタマジャクシの
かたち

形をしています。しかし、カエルとちがって、
あし

足が
で

出てきても、しっぽはそのまま
のこ

残ります。（監修・中山 周平）

しっぽがなく 

なりはじめる 


